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宮崎からアメリカ、そして九州へ

冨樫：先生のご専門は農業政策経済でいらっしゃ
いますが、まずは先生のご経歴からお伺いしても
よろしいでしょうか。
伊東：私は宮崎県出身で、学部まで宮崎に住み宮
崎大学農学部を卒業しました。修士課程はアメリ
カのアーカンソー大学、博士課程はテキサスA&M
大学でした。その後、鳥取大学農学部に赴任し、
そこで16年間教鞭をとりました。九州大学には
2006年に参りました。専門は国際食料需給政策論
です。
冨樫：学部の頃からそちらを専門とされていたの
でしょうか。
伊東：学部時代は、国際問題に興味を抱いていま
したが、卒業論文は国内の酪農地域政策を中心に
研究しました。国際問題の食料政策へと転向した
のは、大学院修士課程の頃からです。
冨樫：主にどちらの国の政策を研究対象としてい
らっしゃったのでしょうか。
伊東：私は主にアメリカにおりましたので、アメ

リカの政策を中心に研究していました。それから、
世界のコメの需給、そしてコメの潜在的生産能力
へと移っていきました。世界のコメ、特に日本人
が食べるジャポニカ米の潜在的生産能力は当時は
不明でした。これを経済の側面から専門とする人
が日本はもとより世界にもあまりいなかった。そう
いった中で、学際的に研究を進めようと思いました。
冨樫：農業政策経済をご専門とされるきっかけな
どあったのでしょうか。
伊東：私は学部を卒業してから4年間、日本農業新
聞で記者をしておりましたが、その時に貿易問題
や政策への関心が強く出てきました。
冨樫：記者をされていたご経験が先生のご研究の
きっかけとなったのですね。なぜ、アメリカだっ
たのしょうか。記者を辞めて留学し学生に戻ると
いうのは大きなご決断だったかと思います。
伊東：そうですね。アメリカはかねてから世界最
大の食料輸出国です。世界の食料問題を理解する
ためにはアメリカ農業とその政策を理解しなけれ
ばならない、と感じたからです。同時に、記者を
しているとき、多角的な視点を持つことの重要性

大学院農学研究院教授。
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冨樫：先生のご専門についてもう少し詳しくお聞
かせください。国際食料需給政策論とは具体的に
はどういったご研究をされているのでしょうか。
伊東：国際間で食料の需給をやる、というシステ
ムに関する研究です。日本でも一県で食料を自給
するとしたら膨大な費用がかかってやりたくても
できませんが、一国においても同じことです。国
際間で協力して貿易をすればお互いに助かり、消
費者もその恩恵を受ける、という考え方です。そ
のようなシステムを構築するためにどのような政
策が必要か、という研究です。日本では、食料の
自給率を高めよ、と豪語する人がいますが、お金
だけかけて一向に実現できていません。よって、
その考え方を超えて各国が協力し合って食料安全
保障を達成する、という考え方です。

韓国への関心、そして日韓協力

冨樫：先生はここ10年韓国研究センター委員でも
いらっしゃるのですが、先生のご研究と韓国との
ご縁とはどういったものでしょうか。
伊東：日本と韓国は食料需給の状況が非常に似て
います。ですので日本と韓国を比較しながら研究
するということは、お互いの国にとってプラスに
なるだろうということから韓国との共同研究をは
じめました。私はとくに長い海外経験を活かし国
際的な情報提供の面から貢献したいという思いも
強くありました。
冨樫：先生は韓国でもご高名でいらっしゃいますが、
留学生の受け入れにも積極的でいらっしゃいます
よね。　
伊東：私の研究室の7割から8割は留学生です。です
ので私の研究室の公的言語は英語です。メールな
ども英語で送ります。韓国の大学とは協定を結ん
でいますので、韓国からも毎年のように院生や学
部生などを受け入れています。現在も1名います。

を感じていました。このような経験からアメリカ
へもう一度留学しなければならない、という抑え
がたい情熱が沸き立ってきました。
冨樫：日頃から先生のご研究を拝見しておりますが、
ご研究への情熱に敬服しております。長い留学生
生活の過程では様々な困難があったかと思います。
印象に残るエピソードなどありますか。
伊東：はい。日本では見えにくい世界がアメリカ
にいると手を伸ばすだけですぐにわかる、という
強い印象を持ちました。1980年代ですでに米国で
は世界から留学生が多く来ていましたし、国際電
話の料金も日本の10分の1くらいの安い料金で
した。大学院生でもUSDA（米国農務省）はおろか、
NASAに連絡をしたり、他大学との連携をやった
りで、組織間の“壁”というものがない社会だと驚
きました。
冨樫：そして鳥取大学を経て九州へと戻られるの
ですが、九州大学との縁というものはあったので
しょうか。　
伊東：縁というのは私が宮崎出身だ、というくら
いのものです。ただ、アメリカの社会では一つの
組織に3年から5年いたら移動する、という雰囲気
が常でしたから、そのようなマインドが私にあっ
たのでしょう。鳥取に赴任するときも、5年くらい
で別の大学に移動するだろう、ということを思っ
て行きました。しかし、実際には16年間もいたの
ですが・・・（笑）。
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そういった状況にあって、両国が積極的に情報交
換することによって、お互いが学べる部分が多く
あると思います。

国際性を持った学生の育成の必要性

冨樫：先生は長年国際化に務めていらっしゃいま
したが、そのようなご経験から九州大学に望むこ
となどありますか。
伊東：やはり学生を育てなくてはいけないと思い
ます。先ほど述べた国際シンポジウムでも、韓国
や中国は自国の学生が参加して英語で発表をし
ます。一方、日本からは日本人の学生が少なく、
逆に留学生が主に発表します。国際的な場で発表
できる力を持った日本人の学生を育てることが課
題だと思います。

冨樫：韓国との関わりという側面からですと九州
大学、そして韓国研究センターはどういったこと
に着目していくべきだとお考えですか。
伊東：経済協力体に関する研究が喫急の課題だと
思います。ヨーロッパなどでは経済協力体につい
ての研究が盛んに行われてきた経緯があります。
経済協力体の結成でもEECが結成されたのは1960
年代でした。しかし、日本と韓国では進んでいない。
障害は何なのか、どうしたら推進できるかという
研究が求められるのではないかと思います。また、

博士課程の留学生では、韓国の農業団体に勤めて
いる学生もいました。
冨樫：先生は、韓国との学術交流を推進していらっ
しゃいますよね。
伊東：そうです。韓国だけでなく、中国、台湾
を中心とした国際シンポジウムを毎年開催してい
ます。IFARE（International Food and Agriculture 
Resource Economics）というものを3年前にみんな
で結成しました。教員や院生、学部生などが参加し
研究発表の場としています。農学部ではAFELiSA

（International Symposium on Agricultural, Food, 
Environmental and Life Sciences in Asia）という
日韓合同の国際シンポジウムを毎年開催しています。
もう20年も続いてます。私が鳥取大学にいるとき
から始まったものですが、日本からは九州大学と
鳥取大学、韓国からは忠南大学と江原大学が参加
しています。
冨樫：今年度の大会では、韓国研究センターも
セッションを組みましたね。韓国との関わりはい
つから積極的にされているのでしょうか。
伊東：1990年代の後半から行っていますね。かけ
がえのない友人もいます。韓国と関わりを持つよ
うになって自分自身が韓国をこんなに知らなかっ
たのかと驚かされました。食事も独特でおいしく、
コメの質が上昇しています。
冨樫：私も今年の4月に日本と韓国の農業政策につ
いて、先生とご一緒に韓国で報告をして参りまし
たけれども、食糧政策について今後日本と韓国で
はどういった協力ができるとお考えですか。
伊東：日本と韓国はそれぞれに他国と自由貿易協
定を結んでいます。しかし、自由貿易は韓国が進
んでいます。農業の輸出という部分においても、
韓国の人口は日本の半分ですが輸出額ベースでは
日本と変わりません。ということは、一人当たり
にすれば日本の2倍の額を輸出している。つまり、
食料における国際化は日本よりも韓国の方が進ん
でいます。一方で、食料自給率はほぼ同じです。
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社会に情報発信していきたいと思います。果たし
て研究所（会社）の経営が成り立つか、ちょっと心
配ですけど・・・（笑）。これからは各国が協力し
ながら食料安全保障を構築すべく、その方策を見
極める、という視点が大事だと思います。また、
科研費基盤A「世界におけるジャポニカ米の需要
拡大、価格構造、品質改善、潜在性に関する学際
研究」があと2年残っています。これは、コメを中
心とした研究ですが、これを含めて日本の農業を
どうするかということを探求していきます。
冨樫：それは具体的にはどういったご研究でしょ
うか。
伊東：近年は世界中で日本食ブームです。いま、
日本産の農産物を輸出しない方はありません。輸
出のために日本農業はどのようなことをしなけれ
ばならないか、世界はどのような農産物を日本に
求めているのか、などについて、特にコメに重き
を置いて具体的に情報を提供していきたい、その
ために調査・研究を続けていきたい、と考えてい
ます。
冨樫：これからの先生のご活躍がますます楽しみ
ですね。お忙しいところ貴重なご意見ありがとう
ございました。

インタビュー日：2017年11月22日
場所：箱崎キャンパス農学部1号館　651号室

韓国研究センターも史学に軸足を置きつつも、将
来に向けた研究にさらに取り組んでほしいと思い
ます。
冨樫：バランスを取っていくことが重要ですね。
国際化という側面では韓国研究センターはどのよ
うな役割を担っていくべきでしょうか。
伊東：韓国研究センターによる「アジア太平洋カ
レッジ」は素晴らしい。これを軌道に乗せるまでは
大変だったでしょう。そのような学生を国際化に
向けて訓練させるようなプロジェクトはぜひ継続
していただきたいと思います。私も、講義などで
少しお手伝いさせていただきました。

今後の計画について

冨樫：先生は今年度で定年退職されますが、今後
の具体的な計画などお聞かせいただいてもいいで
すか。　
伊東：食料問題に関連して今後世界が進むべき道
を追求していきたいと思います。保護とかではなく、
お互いに競争をする。競争関係にありながらも、
我々各国が食料政策という側面でどのように協力
できるのかということを探る活動をしたいと思い
ます。国際食糧問題の研究所（会社）を立ち上げ、


